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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

・御堂筋なんば駅周辺エリア全体の価値向上を目指す。
・（一過性でなく、）空間的な改変による、持続的な状況改善を目指す。
・改変箇所だけでなく、全体・周辺への効果の波及を目指す。
⇒回遊状況の現状および、特性を把握するため、行動のデータ分析・観察調査、空間特
性の指標化を実施

検討目的と調査の概要
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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

▼実験区間への来訪者数（再掲）

・実験期間中は、実験区間への来訪者数（GPSデータ）が期間前と比べて増加している
・来訪者の属性として、中央区・北区・浪速区・⻄区に勤務する⼈の割合が特に⾼い
・通勤等で南海なんば駅付近を通⾏する⼈の⽴ち寄りや回遊が多くなっていたものと考えられる

ⅰ）⼈流データ等による回遊状況の把握
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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

▼周辺エリアの来訪状況

・御堂筋付近では、千日前以南の御堂筋上や南海なんば駅への来訪が多くなっている
・また、千日前商店街付近、日本橋駅（近鉄・大阪メトロ堺筋線）付近の来訪が多くなっている

ⅰ）⼈流データ等による回遊状況の把握
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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

・来訪の多いなんば駅付近では、駅からその周辺の比較的狭い範囲の動きが多いと考えられる
・御堂筋北側区間を経由するものは、比較的東⻄・南北に広い範囲を回遊していると考えられる（主に娯楽、観光等と想定）
・いずれも、千日前通で動きが途切れる傾向がある

・御堂筋南区間は、他の各エリアからアクセスされる場所の上位
・特に駅前広場、戎橋筋商店街南、なんばCITYとのつながりが強い
⇒御堂筋南区間は、南海なんば駅、大阪難波駅に挟まれており、
そこから周辺での動きで経由・⽴ち寄りがされやすい

⇒千⽇前通の影響でそれより北側とは分断される傾向

・御堂筋北区間からの⽅が、概ねどのエリアへもアクセスしている割合が大きい
・特に御堂筋北⻄、戎橋筋商店街北・南、⽇本橋等に⾏く割合が大きい
⇒御堂筋北区間を通る⼈では、広いエリアに回遊する割合が大きい
⇒道頓堀商店街付近の東⻄の回遊、戎橋筋商店街を軸とした南北の回遊
の途中で御堂筋が経由されやすい

・戎橋、千⽇前でも南北に差
⇒千⽇前での断絶

▼エリア内の流動状況・特性

ⅰ）⼈流データ等による回遊状況の把握
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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

・地下出⼊⼝からの動きをみると、利⽤した出⼊⼝から遠い箇所への回遊は少なく、目的地近くまでのアクセスに地下道が使われて
いると考えられる
・地下道を使う⼈は地上では回遊しにくい傾向がある可能性がある

▼地下出⼊⼝と各エリア間の流動状況

・全体に御堂筋南区間が、各出⼊⼝からアクセスされている
・B12は千⽇前の北側にあり北区間の⽅が多い
⇒⽐較的近い出⼊⼝を利⽤した移動がされる
⇒千⽇前通での断絶の影響

・戎橋、千⽇前でも南北に差
⇒千⽇前を超えて北には⾏きにくい

・全体に数値の偏り、ばらつきが大きい
⇒地下出⼊⼝を離れて回遊しにくい傾向となっている

ⅰ）⼈流データ等による回遊状況の把握
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検証結果③エリアの回遊性創出とスマート化への検証

★今後の検討イメージ（予定）

ⅰ）⼈流データ等による回遊状況の把握

○ コロナ前後比較
・ 御堂筋広域の来訪者に関する同⽇回遊（広域）について、御堂筋チャレンジの前後⽐較を実施

コロナ前（2019/11/4-12/3）／コロナ後（2021/11/3-12/2）

○ 地下と地上の回遊
・ 「北改札」「南改札」と地上との回遊について表に追加整理

○ その他
・ 流動状況の図⽰、地下出⼊⼝毎の利⽤量の整理等を実施


